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宇佐見耕一編 2011年　273p.　3570円

595
ラオスにおける国民国家建設 本書では，「チンタナカーン・マイ」（新思

想）政策を再検討した上で，社会主義の「理
想」と国民国家建設の「現実」との間で試行
錯誤する現在のラオスの姿を描いている。

理想と現実
山田紀彦編 2011年　354p.　4725円

596
変容する途上国のトウモロコシ需給 バイオ燃料原料や新興国で飼料としての消費

が拡大しているトウモロコシ。グローバル化
の一方で多様な需給構造もみられる。食糧危
機にいたるまでの構造変化に注目して分析。

市場の統合と分離
清水達也編 2011年　272p.　3675円




